
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ本格的な夏がやってきます。 

今年も暑いのかな～。エアコンの調子を伺いながらの日々が続きそうです。 

クリニックには今年に入って、新しいスタッフがぞくぞくと加入しています。 

皆さん、他の医療機関で修業？をされてきた方々なので今後の活躍が楽しみです。 

慣れるまではちょっと時間がかかるかもしれませんが、そのあたりも含めて暖かく見守って

いただけると助かります。どうぞよろしくお願い致します。 

梅雨に入りましたね。 天気予報で雨予報になると、どれくらいの雨量なのか気になりま

す。ひどい雨になることが増えていますよね。 

災害がおきないよう祈るばかりです。 

先日、メディアで貸し傘が紹介されていました。渋谷を中心に少しずつ広まっていってい

るようですが、目にされた方はいらっしゃいますか？ 渋谷に行った際にはキョロキョロし

てみたいと思います。 降ったり止んだりの繰り返しだと、洗濯がはかどりません。です

が、クリニックの中では洗濯物がカラッと乾きます。じめじめする中の通院は大変ですよ

ね。クリニックの中ではカラッとサラッと清々しくいられますように。 
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7 月になりました。 

暑さもはっきり、天気もはっきりとした季節となりました。 

さて、今回は『手足口病』についてお話させてください。腸管で増えるウイルスで、主に

子供さんの病気といわれているものです。 

 

ところが最近、大人の方でもこの病気の方をチラホラ拝見するようになりました。おそ

らくウイルスの形が少しずつ変わり、いままでお持ちの免疫の力では、すぐに排除できな

いように変化したのではと推測しています。 

 

また、このウイルスはもともと不顕性感染が多いとされています。不顕性感染とは『症

状はほとんど出ないが、菌は体の中に居て、さらに厄介なことに他の人にうつすことがで

きる状態』です。さらにこのウイルスは体の中にいる期間が長い。つまり、よくなったと

思っても、まだ便に沢山ウイルスいることが知られています。 

 

それらのことが重なり、近年大人でもよく見かけるようになったのではと考えています。

尚、現在治療法は対処療法しかなく、特効薬的な飲み薬等はありません。皮疹を伴う倦怠

感がある際はご相談ください。 

暑さも大変厳しいです。水分の補充を含め、ご自愛ください。 

                            院長 拝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総院長のひとりごと 

師長のつぶやき 


